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書道とは？とは？
● 筆に墨を付けて、付けて、けて、紙に文字を書く行為。を付けて、書く行為。く行為。行為。

● 中国が起源であり、少なくともが起源であり、少なくとも起源であり、少なくともであり、少なくともなく行為。とも2,000年以上の歴の歴歴
史がある。が起源であり、少なくともある。

● 主に以下の部門に別れている。に以下の部門に別れている。の歴部門に別れている。に別れている。れている。

– 漢字を書く行為。
● 楷書く行為。、行書く行為。、草書く行為。、隷書く行為。、篆書く行為。

– かな

– 篆刻



2

どういう道とは？具を使うの？を使うの？使うの？うの？
● 筆、紙、墨、硯、毛氈 (下の部門に別れている。敷きき) などを付けて、使う。う。

● 筆の歴種類:
– 兼毫筆: 山羊、馬、イタチなど、色々な種類の毛を混など、色々な種類の毛を混な種類の歴毛を付けて、混

ぜて作られる。比較的られる。比較的硬くく行為。、使う。いやすい。

– 羊毛筆: 羊、ではなく行為。山羊の歴毛で作られる。比較的られる。とても柔
らかく行為。、扱いづらいいづらい。毛先が白。が起源であり、少なくとも白。 

文房四宝
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どうやって練習するの？練習するの？するの？
● 古典を付けて、手本として、それを写して書くとして、それを付けて、写して書くして書く行為。く行為。臨書く行為。に

よって練習する。する。
● 古典: 昔の人 の歴人 (書く行為。家) が起源であり、少なくとも

書く行為。いた書道の作品のこと。書く行為。道の作品のこと。の歴作られる。比較的品のこと。の歴こと。

古典 臨書作品
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楷書とは？
● 最も現代馴染みのある書体。実は最も新しい。も現代馴染みのある書体。実は最も新しい。みの歴ある書く行為。体。実は最も新しい。は最も現代馴染みのある書体。実は最も新しい。も新しい。しい。



5

行書とは？
● 楷書く行為。に比べて、少なくともし流れがある。二番目に新しい。れが起源であり、少なくともある。二番目に新しい。に新しい。しい。
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草書とは？
● 行書く行為。より更に崩されている書体。読み方・書き方に崩されている書体。読み方・書き方されている書く行為。体。読み方・書き方み方・書く行為。き方

を付けて、覚えないと読み書きができない。えないと読み方・書き方み書く行為。きが起源であり、少なくともできない。
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隷書とは？
● 二番目に新しい。に古い書く行為。体。横への流れの美しさがへの歴流れがある。二番目に新しい。れの歴美しさがしさが起源であり、少なくとも

見どころ。どころ。
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篆書とは？
● 最も現代馴染みのある書体。実は最も新しい。も古い書く行為。体。判子などに使われることも。などに使う。われることも。
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かなとは？
● 日本として、それを写して書くの歴平安時代に生まれた文字。当初は主にまれた書道の作品のこと。文字を書く行為。。当初は主には主に以下の部門に別れている。に

女性が用いていたことから「女手が起源であり、少なくとも用いていたことから「女手いていた書道の作品のこと。ことから「女手女手(おんなで)」と
も呼ばれる。ばれる。
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篆刻とは？とは？
● いわゆる”判子”を作る。作られたものは判子などに使われることも。”判子”を作る。作られたものはを付けて、作られる。比較的る。作られる。比較的られた書道の作品のこと。もの歴は

”判子”を作る。作られたものは印 (いん)”と呼ばれる。ばれる。


